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令和 ５年 ８月 ３日 

 

令和４年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

滋賀県  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

米原市立米原小学校 米原市教育委員会 公立 

 

１．学校における特別の教育課程の編成の方針等に関する情報 

学 校 名 特別の教育課程の編成の方針等の 

公表 URL 

米原市立米原小学校 https://maibara-e-maibara.edumap.jp/distinctive-activities 

※必要に応じて行を追加すること。 

 

２．学校における自己評価・学校関係者評価の結果公表に関する情報 

学 校 名 自己評価結果の

公表 URL 

学校関係者評価結果の公表 URL 

米原市立米原小学校 ウェブサイトで

の公表は行わず 

https://maibara-e-maibara.edumap.jp/cabinets/ 

cabinet_files/index/12/5f071fac9cd348e1e5c40 

f4f74b29e66?frame_id=21 

※必要に応じて行を追加すること。 

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

  ※（１）で「一部、計画通り実施できていない」又は「ほとんど計画通り実施できていない」を選択

した場合は、必ず記載する。 

    

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 



   

 

   

 

  ＜特記事項＞ 

     

 

３． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している目標との関係 

   本校では、「柔軟な適応性をもつ小学校低学年から英語科を教科として位置付け、英

語に慣れ親しむ学習を通じて、世界の多様な文化や人間を尊重する態度を育成するため」

特別の教育課程を編成し実施している。児童の実態として、ほとんどの児童が英語に親

しみを持つことができており、ALTとの交流も積極的である。これは、低学年からの英

語教育の積み上げが一つの要因を成していると考える。一方で、「世界の多様な文化や

人間を尊重する態度の育成」に関しては、まだまだ課題が多い。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

   ６年間で積み上げた学習成果を活用する場面の設定として、例えば、本校６年生の修

学旅行において、旅行先の見学地を訪れた外国籍の方々に向けて、学習した英語で話し

かけ会話する活動を位置づけている。 

こうした活動は、学校教育法における義務教育の目標（第 21条）に鑑みると、「学校

内外における社会的活動を促進」し、「主体的に社会の形成に参画」することに資すると

考える。 

 

４．課題の改善のための取組の方向性 

  ３に示すような課題を踏まえて、今後は ICT機器を活用した遠隔授業などを研究し、多

様な手立てを講じながら、取組を進めていく必要がある。 


